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i n  

琉球放送が提唱し誕生した「ゆかる日まさる日さんしんの日」

にあわせ、第 1回から「さんしんの日 in絃友会」を開催し今

年は 28 回目。準備期間中新型コロナウイルスのニュースが

気になりましたが、縮こまってばかりいるより明るく楽しく

跳ね飛ばそうと・・・オシャレな名渡山先生はさんしんの日

に向け専属美容師さんに断髪をしていただき、事務局は首都

圏では入手困難になったアルコール除菌剤や次亜塩素酸水を

沖縄の会員に依頼し入手、空気清浄機のリースを依頼など万

全の体制を整えました。 でも日ごと増える感染拡大の情報

に、会員・関係各位の健康と安全が第一だと考え不本意なが

ら開催中止を決断いたしました。 事前予約いただいた 110

名の皆様には心苦しい限りですが、今年の分も合わせてお楽

しみいただけるよう来年頑張りますのでご理解の程お願い

申し上げます。 

! ! !  

沖縄の守り神・シーサーがもしもしゃべったら・・・こんな歌があります。 

すり!シーサー   作詞/シーサーＢ上原直彦・作曲/シーサーＡ名渡山兼一  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 20 日川崎日航ホテルで開催された飯塚正良川崎市議会議員

新春の集いにおきまして、飯塚正良後援会スタッフの中野昭次氏

が心を込めて制作した首里城の模型が、川崎沖縄県人会比嘉孝会

長に贈呈されました。川崎と沖縄の長く深い繋がりに感謝。 
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